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愛宕八郎墜康隆
1　は　じ　め　に
　長崎県下の諸地方では，食べものの塩味にせよ，砂糖味にせよ，味つけがうすめで，物
足りない感じを「サビナカ」とか「サブナカ」の形容詞で表現することが多いが，砂糖味，
つまり甘味のうすいことについては，中年層以上で，特定の慣用表現を用いる。
　例えば，「砂糖屋ノ　トーカ。」とか，「砂糖屋ノ　前バ　通りスギタ。」とかの，巧み
な比喩表現を用いて，ややユーモラスに表現する，一連の表現事実が注目をひく。
　この種の表現は，今日までの筆者の調査では，長崎県を中心に，関連して佐賀，福岡，
大分の諸県をはじめ，点々とながら熊本，宮崎，鹿児島の諸県にも辿ることができる。九
州を出はなれては，山ロ県下に比較的よくこれが見られ，かすかながらも，山陽，近畿，
中部，関東の一部などにも，この種の表現を辿ることができるようである。
　本稿では，肥前長崎地方，つまり長崎県域での，この種の表現の発想の類型を整理する
とともに，諸類型下での分化の相を見，この種の，一連の方言表現としての特性について
考察を加えようとするものである。
2　発　想　の　類　型
　長崎県下における「砂糖味がうすい」の一連の表現の発想は，どのように類型化される
であろうか。筆者は今のところ，幅下のような13類をたてている。すなわち，
　　　　（1）砂糖屋が遠い
　　　　（2）砂糖屋の前を通り過ぎる
　　　　（3）砂糖屋が通る
　　　　（4）砂糖屋にさわりが生じる
　　　　㈲　砂糖屋が来ない，見つからない
　　　　（6）砂糖が遠い
　　　　（7）砂糖が高い
　　　　（8）土地（砂糖にかかわりのある）が遠い
　　　　⑨　砂糖船が寄港しない
　　　　㈹　砂糖船が通らない
　　　　（11）砂糖船が沖を通る，沖にいる
　　　　q2　砂糖船が難船する
　　　　⑱　砂糖船が遠い
などがそれである。
　これら13類型の中で，まず目をひくのは，⑨～⑬の「砂糖船が云々」のものが，多く県
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下の島一部に分布が見られるということである。これらは，島喚という方処に即した発想
法として注目される。
　また，これら13類型の中で，長崎市域を中心に，もっとも優勢で広域な分布を見せるの
は，（1》「砂糖屋が遠い」と，②「砂糖屋の前を通り過ぎる」の両類型のもので，　「砂糖味
がうすい」の一連の比喩発想の初発の類型は，おそらく，これら両者であったかと推定さ
れる。
5類型別の諸表現
　さて，次には，（1）～⑬までの諸類型について，逐一これを見ていくことにする。
　まず，（1）の「砂糖屋が遠い」について見ると，これには，およそ4つの発想の分化が認
められる。すなわち，第1項のものとしては，①の「サトーヤ　ノトーカ。」に代表され
る，次下の①～⑫のものである。
①サトーヤノト一号ー。砂糖屋が遠い。（つまり，甘味がうすいの意。以下の諸文例すべて
　　　　同じ意味。）長崎市，諌早市，大村市，西彼，東彼，南高（a～d）
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
サトヤサンノ
サトーヤノ
サトーヤノ
アラ　コフ
サトーヤン
サトーヤン
サトーヤノ
サトーヤガ
サトーヤノ
サトーヤノ
サトーヤノ
　トーカ。砂糖屋さんが遠い。南高有家町小川（d）
　　　ノトーサー。砂糖屋が遠いこと。長崎市大浦町（d）
トーカ　ネー。砂糖屋が遠いねえ。長崎市稲佐町（b・d）
　　　　　　　　　　サトヤン トーカ　ネ。あらこれは砂糖屋が遠いね。福江市崎山町（d）
トーカ　　ト。砂糖屋が遠いの。南高ロ之津町（b）
トーカ
トーカ
トーカ
トーカ
トーカ
トーカ
　　げモンネ。砂糖屋が遠いものね。佐世保市（d）
タイ。砂糖屋が遠いよ。北高高来町湯江（b）
タイ。砂糖屋が遠いよ。壱岐芦辺町芦辺浦（a）
　　ノタイネ。砂糖屋が遠いよね。諌早市（d）
バイネー。砂糖屋が遠いよねえ。西彼外海町黒崎（c）
モンヤケン。砂糖屋が遠いものですから。大村市久原郷（b）
　これらの，　「砂糖屋が遠い」という発想は，砂糖味がうすいことの理由づけとして，砂
糖屋が距離的に遠いということを表現したものと思われる。おそらく初発の形態は，⑫の
「サトーヤノ　トーカ　モンヤケン。」のような，食べものを作る作り手早の理由づけの
発想になるものではなかったろうか。それが，次第に食べ三夕にも表現されるようになり，
ユーモラスな表現効果を生むに到ったものと思われる。
　第2項のものとしては，次下の⑬～⑰のものが取りあげられる。
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
　この，⑬「サトヤン
含みとともに，気さくな気分をかもし出している。
　次に，第3項のものとしては，次下の⑱～⑳のものがある。
サトヤン　トーシテ。砂糖屋が遠くて。南高南串山町門前（a）
サトヤン　トーシテナー。砂糖屋が遠くてねえ。南高南串山町京泊（b）
サトーヤノ　トーシテデス　ナー。砂糖屋が遠くてですねえ。平戸市鏡川町（a）
サトーヤノ　エ（〔je〕）ンポーシテ。砂糖屋が遠くて。北松江迎町赤坂（c・d）
の　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　
チート　サトーヤノ　トーシテ。少し砂糖屋が遠くて。長崎市籠町（b）
　　　　　　　　　ト～シテ。」に代表される一連の表現は，いわゆる中止的表現で
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⑱サトーヤノトーカッタ。砂糖屋が遠かった。長崎市，諌早市，佐世保市，大村市，島原
　　　市，北松，西彼，東彼，南高，南松，上五島町青方（a～d）
⑲
⑳
⑳
⑫
サトーヤノ
サトーヤノ
サトーヤノ
サトーヤガ
サトーヤガ
　これらのものは，（1）「砂糖屋が遠い」グループの中では，
のものをしのいでいる。
完了態の表現形態がとられやすかったものと思われる。
する場合，やや後悔の気持が託される。
　第4項のものとしては，
　＠　サトヤサンノ　トーカッタトジャロー。　砂糖屋さんが遠かったのでしょう。南高有家町
　　　　　（c）
　⑳コヤーチッタサトーヤノトーカトジャナカローカー。これは少し砂糖屋が
　　　　遠いのではなかろうか。島原市（a）
　⑳サトーヤノトーカゴタル。砂糖屋が遠いようだ。長崎市中川町（b）
などがあげられるが，これらは，いわゆる推量や推定の表現をとり，作り手の不手際への
ことあげを∫ひかえめに柔かくしているのが特徴となっている。
　次に，②「砂糖屋の前を通り過ぎる」発想のものを見てみる。
　県下全域に広く行われているこの類のものは，　「砂糖屋の前を通り過ぎる」という動作
を主軸にしているところに特色が見られる。それらのほとんどが完了態表現になっている
こともあって，この場合，テンスは一応2次的なものとして，ここでは，どんな通り方を
したのかという動作を主に見立てて，およそ5項にまとめてみた。
　まず，第1項としては，
⑳
⑱
⑳
⑳
⑳
⑳
エ（〔je〕）ンポカッタ。砂糖屋が遠か・つた。北松江迎町赤坂（C）
トーカッタ　ネ。砂糖屋が遠かったね。島原市柏野町（d）
トーカッタ　バイ。砂糖屋が遠かったよ。佐世保市重尾町（d）
トーカッタ　バイ。砂糖屋が遠かったよ。壱岐芦辺町芦辺浦（a）
トーカッタ　バイネ。砂糖屋が遠かったよね。南琴南有馬町夏吉（d）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっとも優勢で，先の第1項
　　これは，食べものを食した結果の批評の表現とすれば，いきおい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの表現は，作り雄叫が表現
などが整理されるが，
　また，第2項として取りあげられる
　⑭　サトーヤノ　マエバ　スドーリシトル。砂糖屋の前を素通りしている。長崎市三原町（d）
　⑳　サトーヤノ　マエバ　スドーリシタ。砂糖屋の前を素通りした。南松上五島町青方（d）
　⑳　サトーヤノ　マエヲ　スドーリシタ。砂糖屋の前を素通りした。壱岐勝本町（b）
サトヤノ　マエバ　　トーットル。砂糖屋の前を通っている。長崎市住吉町（b）
サトーヤノ　マエー　　トーットル。砂糖屋の前を通っている。下県厳原町久根浜（d）
コラ　サトヤン　マエバ　　トオッチョッ。　これは砂糖屋の前を通っている。福江市崎山
　町（c）
サトヤノ　マエバ　　トーッタ。砂糖屋の前を通った。西彼伊王島町船津（d）
サトーヤノ　マエバ　　トーッタゴタル。砂糖屋の前を通ったようだ。長崎市籠町（d）
サトヤン　マエバ　トーッタゴチャッ。　砂糖屋の前を通ったようだ。南松新魚目町似首
　　（d）
サトーヤノ　マエヲ　トーッタヨーナ。　砂糖屋の前を通ったようだ。壱岐芦辺町芦辺浦
　　（a）
　　　　　　　これらはいずれも「通る」を主軸にしたものである。
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　⑰　サトヤン　マエバ　スドーリシテ　キタ　トバイネ。砂糖屋の前を素通りしてきたのだ
　　　　よね。南松三井楽町（d）
　⑳　サトーヤン　マエバ　スドーリシタゴタル。砂糖屋の前を素通りしたようだ。島原市三
　　　　会（d）
などのものは，いずれも「素通りする」を主軸にしている。
　さらに，第3項のものとしての
　曾　サトヤノ　マエバ　トーリスギタ。砂糖屋の前を通り過ぎた。長崎市岩川町（d）
　⑩サトーヤノカドバトーリスギタ。砂糖屋のかどを通り過ぎた。福江市（d）
　＠サトーヤノマエバトーリスギトルゴタル。砂糖屋の前を通り過ぎているようだ。長
　　　　崎市中川町（b）
などは，「通り過ぎる」を軸にしている。
　また，第4項のものは，鼻下の諸刃が示すように，「急いで通る」　（⑫）とか，「走る」
（㊥⑭⑮⑯⑲）とか，「駈け足で通る」　（⑰⑱）など，いずれも，　ミあわただしく通り過
ぎる。を軸にしているのもである。
⑫
＠
⑭
⑯
⑯
＠
⑱
⑲
⑩
第5項のものとしては，次下のようなものが取りあげられる。
＠
⑫
＠
⑭
　これらは，
ユーモラスな発想のものである。
　次に，（3）「砂糖屋が通る」の類には，
サトーヤノ　マエヲ　イソイデトーッタ。砂糖屋の前を急いで通った。下県厳原町（b）
サトーヤノ　カド　ハシッター。砂糖屋のかどを走った。長崎市岩屋町（b）
サトーヤン　マエ　ハシットル。砂糖屋の前を走っている。下県厳原町久根浜（d）
サトーヤン　マエバ　ハシッチョル。砂糖屋の前を走っている。上県峰町（b）
サトーヤノ　マエバ　ハシッテ　トーットル。砂糖屋の前を走って通っている。長崎市
　茂木町（d）
サトーヤノ　マエバ　ハシッテ　　トーッタ。　砂糖屋の前を走って通った。長崎市飽ノ浦
　町，島原市三会，南松玉ノ浦町（d）
サトーヤノ　マエバ　カケアシデ　トーッタ。砂糖屋の前を駈け足で通った。平戸市
　　（b）
サトーヤノ　マエバ　カケアシデ　トーッタゴタル。砂糖屋の前を駈け足で通ったよう
　だ。長崎市文教町（a）
サトーヤノ　マエバハシッテ　トーッタトヤロー。砂糖屋の前を走って通ったのでし
　よう。長崎市籠町（b）
サトーヤノ　マエバジテンシャデ　トーッタ。砂糖屋の前を自転車で通った。佐世保
　市塵尾（a）
サトーヤノ　マエバジドーシャデトーッタ。砂糖屋の前を自動車で通った。佐世保市
　針尾（a）
サトーヤノ　マエバ　ピコーキデ　トーッタ。砂糖屋の前を飛行機で通った。佐世保市
　山手町（b）
サトーヤノ　マエバ　ピコーキデ　トンデイッタ。砂糖屋の前を飛行機で飛んでいった。
　長崎市大浦町（d）
　　　　自転車，自動車，飛行機などの乗りもので，スピーデーに通り過ぎるという，
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　駒　サトーヤサンノ　スドーリ。砂糖屋さんの素通り。佐世保市（b・d）
　⑯　サトーヤノ　トーッテ　ニゲタ。砂糖屋が通って逃げた。長崎市稲佐町（d）
　⑰　サトーウリノ　トーライタバッカイジャンバー。砂糖売りが通られただけだよ。南高南
　　　　串山町門山（a）
などの表現が見られる。先の（2）が，　「砂糖屋の前を通り過ぎる」という発想であったのに
対して，これらは，「砂糖屋自身が家の前を通り抜ける」という発想であるが，おそらく
これは，（2）から展開を見たものではないだろうか。なかで，島原半島南端域に聞かれる，
⑰の例文は，「砂糖売りが商売をしないで，ただ通っただけ」という意である。
　ついで，（4）「砂糖屋にさわりが生じる」のものが注目される。
⑱
⑲
⑳
㊥
⑫
　これらは，
⑲⑪），
態の表現をとっている。
　続いて，（5）「砂糖屋が来ない，見つからない」のものが整理される。
　⑱　サトーウリン　コンジャッタケン。砂糖売りが来なかったから。南高南串山町門山（b）
　　　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　
　（⑭　サトーウリドンノ　コラレデ　ナ。砂糖売りさんが来られなくてね。南高南串山町門山
　　　　　（b）
　⑮　サトーヤン　ミツカランヤッター。砂糖屋が見つからなかった。南高南串山町上大良（d）
　これらは，いずれも島原半島南串山町下に見られるが，⑱，⑭などの文例には，作り手
発想のおもむきが，よく伺える。
　㈲「砂糖が遠い」の類としては，
　（⑯　チート　サトーノ　トーカ　ネ。少し砂糖が遠いね。長崎市籠町（b）
　⑰　サトーノ　トーカッタ。砂糖が遠かった。南松富江町（c・d）
　などの諸例が見られるが，これらは，おそらく，（1）「砂糖屋が遠い」の発想から分化し
たものと考えられる。
　（7）「砂糖が高い」には，
　㊥　サトン　タッカ。砂糖が高い。南高口之津町（d）
　⑲　サトーノ　タッカッタ。砂糖が高かった。長崎市住吉町（d）
などの例が見られるが，これらは言うまでもなく，　ミ砂糖が高価ゆえ，使いしぶった．と
いう発想によるものである。
　次には，（8）「土地（砂糖にかかわりのある）が遠い」のものが取りあげられる。
　⑩ナガサキソトーカッタ。長崎が遠かった。東彼川棚町（b）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　＠ゴジョーカノトーシテデスナ。御城下が遠くてですね。平戸市中野町（b）
　⑫ハマソトーシテ。浜（商業地）が遠くて。平戸市面差町（b）
サトーヤノ　ピッコロンダ。砂糖屋が転んだ。島原市（b）
サトーヤドンノ　ウッコロンダ。砂糖屋さんが転んだ。長崎市油木町（b）
サトーヤドンノ　ウッコケター。砂糖屋さんが転んだ。長崎市油木町（b）
サトーウリドンノ　コロバイタバッカリジャン’バン。　砂糖売りさんがつい転んだだ
　けですよ。南高南串山町門山（a）
サトーヤン　ウッツブレター。砂糖屋がつぶれた（いきづまった）。南高南串山町上大良
　　（d）
　　　「砂糖屋に，何らかのさわりが生じる」という発想のもので，「転んだ」　（⑱
　「こけた」　（⑳），　「つぶれた」　（⑫）などがさわりとなっており，いずれも完了
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⑳は，川棚町三越（ミッゴェ）の老女の表現であるが，当地は，近世，大村湾上を利用し
て長崎へ荷船（運搬船）を出し，砂糖などの物資を運んでいたと言われる。ちなみに，国
貞亮一君によれば，串問市には，　「タイワンノ　トーカッタ。」　（台湾が遠かった。）があ
り，鹿児島市にも，　「リューキューノ　トーカ。」（琉球が遠い。）〈NHK．55．7．25．「午後
のロータリー」秋山アナウンサーによる〉があるらしい。また，熊本県天草郡大矢野町江桶戸
小鳩出身の野崎カメさん（大正11年生）によれば，当地には，「テトリジマン　トーカ。」
（手取島が遠い。）とか，　「テトリノ　トーカ　ネー。」　（手取が遠いねえ。）という表現
で，砂糖味めうすいことをあらわすという。手取島は，大矢野町の沖にある小さな無人島
であるが，この手取島と砂糖とがどんな関係にあったのかは，今のところ明らかでない。
以上の3例は，⑳と，同巧同種の表現として注目される。
　⑪は，中野町から平戸の城下町（砂糖屋のある所）までの距離を，⑫は，商業地（砂糖
屋のある所）としての浜までの距離を，それぞれ，砂糖味のうすいことの理由づけに結び
つけている。当地平戸では，作り手踊の使用が目立つが，これら⑳⑫にも，作り手発想の
おもむきを見ることができる。
　さて，次に，⑨～㈹は，これまでの「砂糖屋」，「砂糖売り」に代って，　「砂糖船」が登
場するが，これらはすでに触れたように，多く島脚部社会に見られる。ここには発想上の
方処性をよく見ることができる。
　まず，⑨「砂糖船が寄港しない」には，
　⑱サトーブネノヨランカッタ。砂糖船が寄らなかった。西彼香焼町（a）
　⑭サトーブネノミナトニハイランヤッタ。砂糖船が港に入らなかった。南松奈良尾町
　　　　岩瀬浦（d）
　⑯マダサトーブネガハイッチョランネー。まだ砂糖船が入っていないねえ。壱岐郷
　畢　　ノ浦町（d）
　㊨’シケチョッタトデショー　ネ。時化ていたのでしょうね。
　⑯サトーブネノツカンヤッタトヤロー。砂糖船が着かなかったのでしょう。長崎市大浦
　　　　町（d）
などが見られる。砂糖船が，　「寄らない」，「入らない」，「着かない」と表現される。
　ところで，㊨⑯’の壱岐：島郷ノ浦町例は，食べ手の「マダ　サトーブネガ　ハイツチョ
ラン　ネー。」の表現に対して，作り手が「シケチョッタトデショー　ネ。」と，ユーモラ
スに応じているものである。この形式は，まさに見事な隠喩の表現と言えよう。
　次に，q①「砂糖船が通らない」には，
　⑰サトーブネノトーランヤッタ。砂糖船が通らなかった。福江市（d）
⑱サトーブネノトーランヤッタバイ。砂糖船力弐通らなかったよ。長崎市城山町（c）
などがあり，福江例が見られる。
　（11）「砂糖船が沖を通る・沖にいる」のものには，
⑲
⑳
⑳
サトーフ不ン
サトーブネン
サトーブネワ
オキバ　　トーットル。砂糖船が沖を通っている。南高有家町西向（d）
オキ　トーリヨル　バイ。砂糖船が沖を通っているよ。壱岐石田町（b）
オキー　　トーツタゴチャッ　ネー。砂糖船は沖を通ったようだねえ。南
豊玉ノ浦町大宝（c・d）〈上野智子氏報告例〉
⑫　サトーブネワ　オキノホー　　トールケン　ヘタノホー　キマッシェン。砂糖船は沖の
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　　　　方を通るから岸の方に来ません。壱岐石田町久喜（b）
　働　サトーブネノ　マーダ　オキノホーニオルゴトアル。砂糖船がまだ沖の方にいるようだ。
　　　　壱岐郷ノ浦町（d）
などがある。これらは，砂糖船が通るには通っても，岸からはなれた沖を通るという発想
のもので，壱岐，五島の島嗅例をはじあ，すべて海に臨む地での文例である。
　続いて，働「砂糖船が難船する」のものが取りあげられる。
⑭
⑳
⑳
⑰
⑳
⑳
⑳
サトーブネガ
サトーブネ　ナンセン
サトーブネノ
　町（a・b）
サトーブネノ
ナンセンシチョル。砂糖船が難船している。壱岐勝本町（b）
　　　　シチョー　ナ。砂糖船が難船しているね。壱岐勝本町（b）
ナンシェンシタ　バイナー。砂糖船が難船したんだよねえ。平戸市鏡川
ピックリカエッタバイナー。砂糖船がひつくり返ったんだよねえ。平
「難船する」，
戸・生月・壱岐・五島などの離島各地によく聞かれる。これらは，現実，
をふまえてのことであったものと思われる。
　㈲「砂糖船が遠い」のものには，
　⑳　サトーブネノ　トーカ。砂糖船が遠い。松浦市志佐町里（b・d）
　⑫サトーブネノトーカッタバイネー。砂糖船力臆かったんだよね。北松福島町端免（1〕）
などがあり，県北の松浦地方に見られる。これは，おそらく，全県下に盛んな「砂糖屋が
遠い」の表現に触発されて成ったもののように思われる。
　以上，（1）から㈲までのものを見てきた。これらは，いずれも類型を見立てることができ
るものであったが，ほかに，今のところ類を立てることのできない，以下のようないくつ
かの表現が見られる。
㊥
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
　戸市鏡川町（a・b）
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
サトーブネン　シズンダ　トバイネ。砂糖船が沈んだんだよね。北松生月町（b）
サトーブネノ　ナガレトル。砂糖船が流れている。平戸市中町（b）
サトーブネン　ナガレタ。砂糖船が流れれた。福江市（b）
　　　　「ひつくり返る」，「沈む」，「流れる」などと表現されるこれらのものは，平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日常経験の事態
サトーノ　イルッ
　　浦（a）
オロンガエノ　サトーワ
サトーキビノ　フサクデ
　高南串山町上大良（d）
サトーヤンモドリミチ
　南高南串山町上大本（d）
サトーブネノ
サトーブネノ
　　（d）
サトフ不ン　トーッタ
　立串（d）
マネシタゴタル。砂糖を入れるまねをしたようだ。壱岐芦辺町芦辺
キカン　バイ。あんたの家の砂糖は効かないよ。長崎市（c）
トジメノ　アワン。さとうきびが不作で採算がとれない。南
サダチアメニ　オータ。砂糖屋からの帰り道夕立に会った。
へ
オソカッタ。砂糖船が遅かった。壱岐芦辺町芦辺浦（d）
ツミソコノータ。砂糖船が（砂糖を）積みそこなった。壱岐芦辺町芦辺浦
アトンゴチャッ。　砂糖船が通ったあとのようだ。南松新魚目町
これらのうち，⑯は，　ヤさとうきびが不作で採算がとれず，砂糖売りが訪れて来ない．の
意であり，⑯は，　ミ砂糖を買って，砂糖屋からの帰り道で夕立に出会って，砂糖が流れて
s 肥前長崎地方の「砂糖味がうすい」の表現法について（愛宕）
しまった。という意である。
乙れら諸例にもまた，それぞれに発想のおもしろさが見られる。
4　む　す　び
　上には，　「砂糖味がうすい」にかかわる諸多の表現を見てきたが，そこに，ユニークで
多様な発想の展開を見ることができた。いったい，このような特異な表現が生まれた背景
に，どんな事情があったのであろうか。
　長崎奉行大岡備前守清相の手になる「崎陽群談」　（亨保元年，AD1716成立）によれば，
当時，砂糖は貴重な貿易品として諸外国から輸入されていたことがわかる。例えば，中国
や東南アジヤ方面などから，黒糖・白糖・氷糖・甘庶などが輸入されていることがわかる
し，少しさかのぼって，寛永13年（AD1636）に完成を見た出島には，多くの砂糖蔵が設
けられていたことが伝えられている。
　今日，砂糖と言えば，白砂糖を指すが，当時はむしろ黒糖が主で，白糖は高級品とされ
ていたようである。砂糖は貿易晶として価値高い商品であっただけに，民間人の砂糖に寄
せる価値感は，今日とは，かなりおもむきを異にしていたものと考えられる。当時から今
日まで，すでに350余年を閲しているが，砂糖を，日常貴重な品とする感覚は，土地を越
えて，明治生まれの人々にも共通に見られるところである。例えば，平戸市鏡川町在住の
浦恒一氏（明治40年生まれ）は，
　○サトーワ　キチョーヒンデ　ナワシテアッタ。　テノ　トドカン　トコニ。
　　　砂糖は貴重品で仕舞iってあった。手の届かないところに。
と述べている。砂糖が庶民の生活の中で，長く高価な品であったがゆえに，砂糖を節約し，
つい使い惜しむこともあって，砂糖味が，とかくうすくなりやすいという事態は，互いに
起りやすく，上に見たような諸多の表現を生んだものと考えられる。ちなみに，逆の砂糖
味の効きすぎた場合の表現を各地に求めても，　「砂糖味がうすい」の言い方のみしかない
ところが圧倒的に多いことからしても，先にふれた，砂糖を使い惜しむことが，庶民の日
常生活にはありがちだったことを暗示しているように思われる。
　ところで，このような13類型を数える諸多の表現を通じて注目されるのは，発想の根元
に，共通して砂糖味のうすいことへの理由づけ，つまり，どうしてうすいのかということ
を構えている点であろう。このことから，現共回廊では，食べ手側の表現として見い出さ
れる諸多の表現も，初発準用の段階では，作り手発想の表現であったものと考えられる。
　今日なお，地域によっては，平戸地方のように作り手主用のところもあるが，おしなべ
て食べ手側の表現となっている。
　作り手が用いる場合は，ユーモラスななかにも，食べ手に対する，なにがしかの遠慮の
気持をこめて用いる。また，食べ手操が用いる場合は，その座に作り手がいないのが常で
ある。例えば，店など外部から持ち帰った食べものを食べる時，あるいは，隣…り近所から
の貰い物を食べる時などであるが，一方，作り手同席の，次のような場合にも用いられる。
すなわち，家族間とか，ごく親しい親戚間，結などの後での親しい隣人との団攣の座など
がそれである。
　このような作り手同席の座で用いられる場合，食べ手側は，言わば，作り手の不手際，
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不出来をあげつらうこと，少し大げさに言えば，告発することになるわけであるが，食べ
噛みずからにも覚えのあることで，そこにユーモラスな比喩的表現をもってすることによ
って，一種の茶化しとなり，一同の座興ともなって，あげつらいは軟化され，笑いに救わ
れるということになる。
　筆者は，かねて，方言の譜面とか洒落の表現の，一つの特性として，あげつらいのすぐ裏
に救いが構えられているということ，告発の裏に救済が用意されているという仕組み一
これは，方言人の心の優iしさに発する仕組みと考える一に注目してきた。
　このような譜虐とか洒落の表現に限らず，方言人の諸他のことばの創作を見るにつけ，
そこに「言動」とでも称してよいようなミロことばの芸。を感じるとともに，彼等は，そ
のような表現の創作を楽しんでいるようにさえ映ってくる。
　ところで，　「砂糖味がうすい」にかかわる表現の，多くの分布地点では，複数事象の併
用現象が見られる。その場合，単純な併用というよりは，砂糖味のうすさの程度差に対応
させた巧みな用法が認められる。
　例えば，長崎市内では，①サトーヤノ　トーカー。よりは，⑭サトーヤノ　マエバ　ス
ドーリシトル。の方が，佐世保市面恥では，⑪サトーヤノ　マエバ　ジテンシャデ　トー
ッタ。よりは，⑫サトーヤノ　マエバ　ジドーシャデ　トーッタ。の方が，それぞれ，砂
糖味が一段とうすい場合に用いられるというぐあいである。
　ミ砂糖味がうすい。にかかわる諸多の表現の分布は，今日までの筆者の調査の範囲では，
日本列島上，九州が主域と見ることができる。その九州の中では，やはり長崎県が，一連
の表現のバラエティにおいても，分布の密度においてもぬきんでているように見受けられ
る。これに続いて佐賀県，さらに福岡県下への辿られて行き，それが関門海峡を越えて山
口県下にまでのびているように見える。九州域内でありながら，鹿児島，宮崎両県下には
これが乏しく，熊本，大分の両県もそれほど振わないように見受けられる。
　筆者の現段階での推論をゆるしていただくならば，どうやらこの「砂糖味がうすい」に
かかわる一連の表現は，砂糖にゆかりの深い長崎の地を主域として起こり，これが次第に
ひろまりを見せ，主としては肥前路から筑前，筑後，豊前というふうに九州西北部にひろ
がり，関門海峡を越えて，周防，長門の地方にも及んだもののように考えられる。
　今，筆者は，単純に伝播とは言わずに，ひろまりの術語を用いた。その理由は，A地か
らB地へ，同一形態ままに伝えられる事態もあり得たろうが，すべてがそうとは限らず，
とかく砂糖味がうすくなりがちな生活の普遍的情況が，あちこちにあるところへ，類似の
表現を誘発，触発するような刺激として影響を与えるような事態が，一方にはあったもの
と考えるからである。
　さて，このようなひろまりの原動力や条件となったものは何であったろうか。一つには，
先にもふれたように，とかく砂糖味がうすくなりがちな生活の普遍情況があったこと，“今
一つには，やはり，この種の表現の譜虐や洒落が人々の受けを誘ったことがあったのでは
なかろうか。
　古来，言語の改新波が都を中心に山陽道を経て，九州北東部を洗うという及び方とは，
今これは，逆の，こと変った一つのケースとして注目される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和56年10月31日受理）
